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人 から地 域 、 そして愛 へ

ふれあいの輪を広げよう
障客があるために、社会的 な活助が制限されたり、経済的 、文化

的に不利な待遇を受ける…。このようなことがないよう、すべての
人が障害者問題を広く理解することが大切です。12月9 日は「障害
者の日」です。この複会に、窒廐や地域で 障゙害者とともに生きる
社会。について、あらためて考えてみましょう。

1
2月
9
日
は
「
障
害
者
の
日
」

現
在
区
内
に
は

、1
万
7

千

人
あ
ま
り
の
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
が
生
活
し
て
い
ま
す

。
障

害
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
高

齢
に
な
り
障
害
者
と
な
っ
た

人

、
脳
血
管
障
害
後
遺
症
や
交

通
事
故
等
に
よ
り

、
体
が
不
自

由
に
な
っ
た
人
、
心
臓
病
な
ど

に
よ
り
障
害
者
に
な
っ
た
人
も

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
障
害
者
問
題
」

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
身

近
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
障
害
者
と
と
も
に

生
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
「
福
祉
総
合
計
画
」
に
基
づ

い
て
、
障
害
者
の
訓
練
の
場
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、

各
種
の
く
ら
し
の
援
助
や
道

路
、
公
園
な
ど
の
生
活
環
境
の

整
備
等
、
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の

理
解
と
協
力
を

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
社
会

で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
行

政
の
施
策
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、

障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
行
く
た
め
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
の
皆

さ
ん
の
支
え
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
り

、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

区
で
は

、
区
民
の
皆
さ
ん
に

「
障
害
者
問
題

」
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す

。

毎
年
1
0月
に
は
。
心
身
障
害

者
体
育
祭
を
、
2
月
に
は
、
心

身
障
害
者
作
品
展
。
ま
た
、
障

害
者
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
西
新
井
サ

テ
ィ
2

階
)
で
は
、
常
設
で
障

害
者
の
手
づ
く
り
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す

。

ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

「ヨーイ、ドン加 運動会の練習中の東六月町ひまわり作業所の皆さん

ご
存
知
で
す
か

障
害
者
の
訓
練
施
設

在
宅
の
障
害
者
の
各
種
訓
練

の
場
と
し
て
、
昨
年
は
神
明
南

二
丁
目
に
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
を
、
今
年
5
月
に
は

谷
在
家
三
丁
目
に
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、

在
宅
の
リ
(
ビ
リ
訓
練
や
生
活

実
習
、
作
業
訓
練
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か

の
障
害
福
祉
施
設
で
は
、
障
害

団
体
の
自
主
運
営
に
よ
る
、
生

活
訓
練
や
作
業
訓
練
、コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
施
設
で
は
、
毎
年

運
動
会
や
施
設
公
開
な
ど
、
各

種
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。
来

年
3
月
に
は
、
青
井
あ
か
し
あ

の
家
ま
つ
り
(
　
3
8
4
8
1
4
4
7
8
)

を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
事
や

外
出
の
と
き
に
、
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

東部庠言缸祉総合センターでのリハビリ訓巓

雇
用
の
促
進
を

「
自
立
し
た
生
活
を
し
た
い

」

働
く
意
欲
を
も
ち
な
が
ら
仕
事

に
つ
け
な
い
障
書
者
が
大
勢
い

ま
す

。

公
共
職
業
安
定
所
で
は

、「
障

害
者
の
雇
用
促
進
」
の
た
め
、

障
害
者
就
職
相
談
会
や
出
張
相

談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
あ
た

っ
て
は
。国
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
障

害
者
の
雇
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

入
障
害
福
祉
課
V

夢
に
ま
で
出
て
く
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
期
待

足
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム

森

田

一

男
さん

「
足
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス

テ
ム

」(
梅
島
三
丁
目
)
は

、
身

体
障
害
者
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
、

そ
の
訓
練
と
就
労
を
目
的
に

、

今
年
5

月
に
オ
ー
プ
ン

。
運
営

は
、
足
立
区
肢
体
不
自
由
児
者

父
母
の
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
働
く
森
田
一
男
さ
ん

(
青
井
一
丁
目
)

は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
歴
1
0
年
の
ベ
テ
ラ
ン

。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
威
や
情
報
入

力
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
夜
寝
て
い
て
も
、
頭
の
中

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と
ば
か

り
で
す
よ

」
と
冗
談
ま
じ
り
に

語
る
森
田
さ
ん
は

、2
7年
前
に

交
通
事
故
で
類
椎
(
け
い
つ
い
)

を
損
傷
、
手
足
が
不
自
由
に
な

り
ま
し
た
。

手
に
固
定
し
た
ペ
ン
で
の
キ

イ
操
作
や
、
長
時
間
同
じ
姿
勢

で
の
作
業
は
、
森
田
さ
ん
に
と

つ
て
か
な
り
の
重
労
働
だ
そ
う

で
す
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

、
障
害

者
が
自
立
す
る
た
め
の
新
し
い

道
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
仕
事
の

範
囲
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

ま
す

」
と
語
る
森
田
さ
ん

。
し

か
し
、訓
練
生
が
卒
業
し
て
も

。

就
職
先
が
な
い
の
が
残
念
と
の

こ
と
で
し
た

。

「
足
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス

テ
ム
」
で
は
、
現
在
、
区
が
委

託
し
て
い
る
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」

の
画
面
作
成
や
広
聴
業
務
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

就
労
に
よ
る
障
害
者
の
自
立

や
雇
用
の
拡
大
の
た
め
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
業
務
の
情
報
を
待
っ

て
い
る
そ
う
で
す

。

く
わ
し
く
は
、
足
立
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
ま
で

(
3
8
4
9
)
8
8
3
0

「あい ネット21」の四囿を
作成中の森田さん( 手前)

平成3 年

区
関
係
1
1人
が
受
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章

平
成
3
年
秋
の
叙
勲
・
褒

章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

区
関
係
で
H
人
の
方
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、区
で
は
1
1

月
2
6日
に
叙
勲
・
褒
章
の
受

章
者
を
招
き
、
永
年
に
わ
た

る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し
感

謝
し
、
祝
福
し
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
者
は

、
次
の

と
お
り
で
す

。(
敬
称
略
)
　

八
叙
勲
者
V

▽
森
信
雄
(
7
6

歳
)
…
勲
四
等
瑞
宝
章

▽
島
田
文
司
(
8
8
歳
)
…
勲
五

等
瑞
宝
章

▽
伊
澤
文
二
(
7
8

歳
)
・・・
勲
五
等
双
光
旭
日

章

▽
島
田
六
郎
(
7
3歳
)
…

勲
五
等
双
光
旭
日
章

▽
藤

井
千
松
(
7
2
歳
了

勲
六
等
瑞

宝
章

▽
大
杉
信
治
郎
(
7
1

歳
)
・
:勲
七
等
青
色
桐
葉
章

▽
並
木
義
夫
(
7
0歳
)
…
勲
七

等
青
色
桐
葉
章

▽
樋
口
勝

太
郎
(
6
1歳
了

勲
七
等
青
色

桐
葉
章

Λ
褒
章
者
▽

▽
小
菅
茂
(
6
2

歳
)
…
黄
綬
褒
章

▽
樽

澤
旱
人
(
6
5
歳
)・・・黄
綬
褒
章

▽
山
崎
キ
ン
(
6
1歳
T

紺
綬

褒
章

A
総
務
課
v

あいネット21
足立区福祉の
ネット ワ ー ク

づ く りに

専用端末 機を
無 料 で100 台

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」は
、
各

家
庭
等
の
電
話
回
線
と
キ
ャ

プ
テ
ン

ー
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
結
び

、
区
政

、

ス

ポ
ー
ツ
、レ

ジ

ャ
ー
、映

画

、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

、
多

彩
な
情
報
を
提
供
す
る
ロ
ー

カ
ル

ー
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す

。

リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
を
指

先
で
軽
く
押
す
だ
け
の
簡
単

な
操
作
で

、
ど
な
た
で
も
、

便
利
で
楽
し
い
様
々
な
膺
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

今
回
、
心
身
障
害
者
や
各

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
の
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

新
た
に
1
0
0台の
専
用
端
末
機

を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
の
心
身
障

害
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者

費
用

利
用
中
の
通
話
料
と

電
気
料
の
み
(
加
入
・
設

趾
・
利
用
料
は
無
料
)

※
一
般
用
貸
し
出
し
も
若
干

の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
報
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1
　

㈹
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児

童

福

祉

法
改
正
に
伴
う

児
童
手
当
の
事

前
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す

児
童
手
当
が
、
平
成
4
年
1

月
か
ら
法
改
正
に
よ
り
第
1
子

か
ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す

(
た
だ
し

、
平
成
3

年
1
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
第
1
子
の

児
童
が
対
象
で
す
)
。

手
当
の
受
給
に
は
申
請
が
必

要
で

。
申
請
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
今
回
に
限
り
、
制

度
の
移
行
に
伴
う
事
前
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す

。
こ
の
期

間
(
1
2
月
中
)

に
申
請
し
た
方

は
、
平
成
4

年
1
月
分
か
ら
支

給
と
な
り
ま
す

。

現
在
。
手
当
を
受
給
中
の
方

は

。
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し

。
双
子
等
で

、
平

成
3

年
1
月
2

日
以
降
に
生
ま

れ
た
第
1
子
の
児
童
が
い
る
場

合
は

、増
額
申
請
が
必
要
で
す
。

第
2
子
以
降
に
つ
い
て
は
、

平
虞
4

・
5

年
と
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
(

表
1
)

。

□
申
請
の
と
き
持
参
す
る
も
の
(

1
)
請
求
人
名
義
の
足
立
区
内
金

融
機
闘
の
通
帳
(
郵
便
局
を
除

く
)
(
2
)
印
か
ん
(
3
)
年
金
の

加
入
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の

▽
厚
生
年
金
に
加
入
の
方
・・・

厚
生
年
金
手
帳
と
健
康
保
険

証
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
窓

▽
共
済
年
金
に
加
入
の
方
・・・

共
済
組
合
証
(
健
康
保
険
証
)

▽
国
民
年
金
に
加
入
の
方
・・・

国
民
年
金
手
帳

東
公
務
員
の
方
は

、
勤
務
先
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
3

年
1
月
2

日
以
降
に

足
立
区
内
に
転
入
し
た
方
は
、

平
成
3

年
1
月
1

日
現
在
の
住

所
地
で
の
、
平
威
3
年
度
所
得

証
明
一
(

児
童
手
当
用
)

が
必

要
で
す

。

※
所
得
制
限
に
つ
い
て
は

、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
で
す
(

表
2
)

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

児
童
助
成
係

表1<児童手当>制度改正の概要

表2 筵席児童手当 所得制限瞿表

豪5人目以降は、1人増えるごとに30 万円加算します。
平
成
4
年
度

保

育

園

入
園
児
募
集

平
成
4
年
4
月
に
、
保
育
園

に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受

け
付
け
を
、1
2月
2
日
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
育
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

▽
乳
幼
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
指
定
園
で
、
産
休
明

け
か
ら
、
ま
た
は
3
ヵ

月
児
か
ら
の
保
育
を
行

い
ま
す

▽
午
前
7
時
3
0分
か
ら

と
、
午
後
6
時
ま
で
の

特
例
保
育
は
、
―
歳
児

か
ら
行
い
ま
す

受
付
期
聞
1
2
月
1
6日
ま

で
受
付
場
所

住
所
地
を
管

幡
す
る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽

平
虞
3
年
度
分
の
住
民

税
額
が
わ
か
る
も
の

(
納
税
通
知
昏
、
特
別

徴
収
税
額
通
知
書
ま
た

は
課
税
証
明
S
)

▽

平
成
2

年
分
の
所
得
税

が
わ
か
る
も
の
(
な
お

、

平
成
3

年
分
の
所
得
税

が
確
定
し
だ
い
、
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
)
　

▽
印
か
ん

※
本
年
度
中
の
入
園
に
つ

い
て
の
相
酸
お
よ
び
申
請

は

、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
3
)

表3 福祉事務所一覧

圜
庭
は
み
ん
な
の
遊
び
場

生

活

環

境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
。
表
4
の
地
域
の

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化

工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・
下
水
道
局
小

菅
分
室

(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
工
事
前
に
申
請
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4 水洗化可能地域

縦
覧
し
て
ま
す

都
市
計
画

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の

変
更
を
し
ま
し
た
。

□
柬
京
都
市
叶
画
公
園
の
変
更

名
称

舎
人
十
一
号
公
園

区
域

入
谷
町
地
内

告
示
日
1
1
月
1
8日

縦
覧
鳩
所
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
(
千
住
)
・
都
市
計
回
係

募

集

衛
生
試
験
所

臨
時
職
員

仕
事
の
内
容

検
査
補
助

募
集
人
数
1

人

※
特
に
、
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

助
務
日
数
等

週
2

日
か
ら
3
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

(
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
)

黄
金

日
額
4
千
跏
円

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所

(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

国
民
健
康
保
険

非
常
勤
職
員

応
募
資
格
区
内
ま
た
は
近
郊
　

に
在
住
で
、お
お
む
ね
3
0
歳
　
～

6
3歳
ぐ
ら
い
の
方

職
務
内
容
主
と
し
て
戸
別
訪
　

問
に
よ
る
保
険
料
の
集
金

珊
用
期
間
平
成
4
年
3
月
1
6
　

日
～
平
成
5
年
3
月
3
1
日

募
集
人
数
4

人
程
度

勤
務
条
件

月
1
8日
(
1
週
2
2
　
-
3
2

時
間
)

χ
金

基
本
給
と
能
率
給
の
合

計
額
(
月
額
約
1
4万
円
)

応
募
方
法

履
歴
S
(
顔
写
真

を
は
っ
た
、
市
販
で
自
筆
の

も
の
)
を
申
込
先
に
持
参

遇
考
方
法
S

類
選
考
お
よ
び

面
接

応
募
期
限

平
成
4
年
1
月
3
0

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
保

険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

お
し
ら
せ
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見て・聞いて・感じる

情 報 化 社 会

2
1世
紀
は
、
情
報
の
時
代
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、(

イ
ビ

ジ
ョ
ン
を
始
め

。
次
世
代
の
映

像
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
担
う
面

も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
高
度
情
報
化
社
会
」
へ
向

け
た
講
演
と
(
イ
ビ
ジ
ョ
ン

、

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1等
を
実
演
し
、

情
報
化
社
会
を
実
感
し
て
い
た

だ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閧
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
1
2
月
7
日
(
古
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

場
所

産
業
振
興
館
・
3
階
公

会
堂
(
入
場
無
料
)

講
師

篠
原
滋
子
氏
(
現
代
情

報
研
究
所
長
)

パ
ネ
ーフ
ー

地
域
、
各
企
業
等

代
表
者

(
イ
ビ
ジ
ョ
ン
内
容

パ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
春
・
夏
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
)
ほ
か

※
先
着
Ⅲ
人
の
方
に
、
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)
・

C
I
情
報
政
策
室

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

1
2
月
1
日
～
2
5
日

「
だ
れ
も
が
楽
し
い
お
正

月
を
」
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催

東
京
都
共
同
募
金
会

募
金
の
窓
口
・
問
合
せ
先
　

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

交通安全はみんなの願い
ご存じです か

交通災害見舞金制度

区
で
は
、4
歳
か
ら
中
学

生
、
お
よ
び
7
0歳
以
上
の
方

が
交
通
亊
故
に
あ
っ
た
と

き
、
ケ
ガ
の
程
度
に
応
じ
て

見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
交
通
安
全
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

1
0月
1
日
か
ら
、
特
別
区

交
通
災
害
共
済
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た
。

加
入
で
き
る
方
2
3
区
内
に

住
所
の
あ
る
方
(
外
国
人

も
加
入
で
き
ま
す
)

掛
金

年
額
S
円

、
千
円

。

2
千
円
の
3

種
頬

対
象
と
な
る
事
故

自
動

車

、
自
転
車
、
電
車
、
航

空
機
、
船
舶
な
ど
の
交
通

機
関
に
よ
る
人
身
事
故

(
外
国
で
の
事
故
も
含
ま

れ
ま
す
)

見
舞
金
千
円
コ
ー
ス
で
は
　

2
～
3
5
0
万
円
(
ケ
ガ
の
程
　

度
に
応
じ
ま
す
)

※
交
通
遺
児
見
舞
金
も
新
設

さ
れ
ま
し
た

。

申
込
先

区
内
の
銀
行
、
信

用
金
席

、
信
用
組
合
、
区

役
所
本
庁
舎
(

千
住
)
・

特
別
区
交
通
災
害
共
済
担

当
(

郵
便
局
で
は
取
り
扱

つ
て
い
ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
特
別
区
交
通
災
害
共
済

担
当

年
末
の
交
通
事
故

に
気
を
つ
け
て

1
0月
末
日
現
在
、
区
内
で

は
交
通
事
故
に
よ
り
2
2人
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
、2
3

区
中
ワ
ー
ス
ト
ー
と
大
変

残
念
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
年
末
に
な
る

と
大
や
車
の
勳
き
が
活
発
に

な
り
、
例
年
、
交
通
事
故
が

大
変
多
く
発
生
し
ま
す
。
昨

年
は
、
1
2月
中
に
区
内
で
8

大
も
の
方
が
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
忘
年
会
や

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
で
飲
酒
の

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

交
通
事
故
は
、
加
害
者
も

被
害
者
も
一
瞬
に
し
て
不
幸

の
ど
ん
底
に
落
と
し

て
し
ま
う
、大
変
愬

慘
な
も
の
で
す
。一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
。
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

A
千
住
・
西
新
井

・
綾
瀬
S
察
署
V

自動車に乗ったらシート ベルト
ヽ 六

ノWクを運転すら4, まへjレ。ツト

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
　
　
　
　

部
落
差
別
(
3
)

徳
川
幕
府
が
、
藐
治
の
基

盤
と
し
た
の
が
「
士
・
農
・

エ
・
商
」
と
い
わ
れ
る
身
分

制
度
で
す
。

徳
川
幕
府
は
、
こ
の
身
分

制
度
を
い
っ
そ
う
強
固
に
す

る
た
め
、
士
・
晨
・
エ
・
商

の
下
に
、
さ
ら
に
低
い
身
分

を
つ
く
り
、
こ
れ
ら
の
人
び

と
の
居
住
地
を
制
限
し
、
住

居
の
移
転
を
禁
止
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
は
っ
き
n
と
他

と
の
区
別
を
つ
け
て
、
差
別

を
徹
底
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。こ

れ
が
。
部
落
差
別
の
は

じ
ま
り
で
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
中

ご
ろ
に
な
る
と
。封
建
支
配

の
ゆ
き
づ
ま
り
が
大
き
く
な

り
、
身
分
制
度
が
く
ず
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
ぐ
ず
れ
か
け
た
身
分

制
度
を
守
る
決
め
手
と
し

て

、
さ
ら
に
低
い
身
分
の
人

々
に
対
す
る
差
別
の
強
化
が

図
ら
れ
ま
し
た

。

こ
れ
は

。
晨
・
工
・
商
の

不
満
を
や
わ
ら
げ
、「
上
み
て

暮
ら
す
な
、下
み
て
暮
ら
せ

」

と
い
う
た
と
え
の
ぷ
っ
に
、

決
め
ら
れ
た
身
分
に
従
い
、

そ
れ
に
甘
ん
じ
る
体
制
を
定

着
さ
せ
る
た
め
で
し
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
同
和
対
策
衵
雪
一
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健

康

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

区
で
は
、
穫
た
き
り
の
方
を

対
象
に
、
訪
問
一
霞
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
指
導
、
看
護
指
導
、
機
能

訓
練
指
導
等
に
よ
る
家
族
へ

の
支
援
、
お
よ
び
諸
制
度
の

活
用
法
の
指
導

訪
間
回
数

お
お
む
ね
月
1
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
鮫
所

暖
房
を
し
た
ら

換
気
に
ご
注
意

□
開
放
型
と
密
閉
型

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
や

瞬
間
矗
沸
器
に
は
、
燃
焼
ガ
ス

を
直
接
室
内
に
放
出
す
る
開
放

型
と
、
窒
外
に
排
気
す
る
密
閉

型
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
式
の
暖
房
器
は
、

ほ
と
ん
ど
が
開
放
型
で
す
。

□
換
気
が
不
足
す
る
と

開
放
型
の
暖
房
器
や
瞬
間
湯

沸
器
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
は
、

灯
油
や
ガ
ス
を
室
内
の
空
気
中

の
酸
素
を
使
っ
て
燃
や
し
、
炭

酸
ガ
ス
を
放
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
部
屋
を
閉
め
切

っ
て
い
る
と
、
炭
酸
ガ
ス
に
よ

っ
て
空
気
が
汚
れ
、
酸
素
の
量

も
減
っ
て
き
ま
す
。
空
気
中
の

酸
素一
が
減
る
と
、
呼
吸
困
難

な
ど
の
酸
素
欠
乏
定
を
起
こ

し
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
酸
素
不
足
に
よ
る
不

完
全
燃
焼
が
起
こ
り
、
一
酸
化

炭
素
が
発
生
し
て
中
毒
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

□
十
分
な
換
気
を

最
近
の
家
は
サ
ッ
シ
な

ど
に
よ
り
気
密
性
が
高
く

な
り

、
す
き
間
風
に
よ
る

自
然
の
換
気
一

が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す

。

開
放
型
の
暖
房
器
を
使

う
と
き
は
、
寒
い
か
ら
と

い
っ
て
部
屋
を
閉
め
切
ら

ず
、1
時
間
に
1
回
程
度
、

室
内
の
空
気
を
十
分
換
気

し
て
く
だ
さ
い

。

A
足
立
・
千
住
保
健
所

環
境
衛
生
担
当
V

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
2月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
日
程
は
表
5
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
食
　

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、
本
庁
舎
(
千
住
)

・
保
健
予
防
係

表512 月の献血予定

みんなの健康
g 立 倔 ● 甬 　 鮃゙i i - 1151
干l l g ● 炳 　- 襦 ・ex7
莚z 恢 ● 櫓 ● 荊 　- 駟 鈿14
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中 央 本 鼈 保 健 梱 ● 甬 　 ¶ 蕚● ・篦1
京c 含( Tt t ) 口髏y 肪s 　 苓呎7- ¶ 111r l

年

金

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

学
生
の
方
の

国
民
年
金

平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
、2
0

歳
以
上
の
学
生
の
方
も
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、
日
本
に
住
所
を
有
す
る
2
0

歳
以
上
の
す
べ
て
の
国
民

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

2
0歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
て
6
0歳
ま
で
4
0年
間
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、6
5

歳
か
ら
満
額
の
年
金
受
給
資
格

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
期
間
中
に
不

慮
の
事
故
等
に
よ
っ
て
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
、
一
定
要
件
を

満
た
す
こ
と
で
。
障
害
年
金
の

受
給
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納

付
し
て
、
老
後
を
迎
え
た
と
き

や
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
な
ど

に
、
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で

す
。保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
近
く
の
区
民
事
務
所

ま
た
は
。
国
民
年
金
課
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
加
入
に
つ
い
て

は
、中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

▽
免
除
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
係

　
(
3
8
8
0
)
5

住
所
や
支
払
先

変
更
の
と
き

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方

が
、
住
所
や
支
払
先
を
変
更
し

た
場
合
は

。「
年
金
受
給
者
住
所

・
支
払
機
関
変
更
届

」
の
提
出

が
必
要
で
す

。

こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

年
金
関
係
の
書
類
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
振
り
込
み
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

届
出
用
紙
お
よ
び
届
出
先

▽
老
齢
・
通
算
老
齢
・
老
齢
基
礎

・
障
害
・
障
害
基
礎
・
遺
族
基

礎
・
母
子
・
寡
婦
・
遺
児
年
金

を
受
け
て
い
る
方
・
:
国
民
年

金
課
や
区
民
事
務
所
に
備
え

て
あ
る
「
年
金
受
給
者
住
所

・
支
払
機
関
変
更
届

」に
記

入
押
印
し

、切
手
を
は
っ
て

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

▽
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
・・・
年
金
証
書
、
印
か
ん

を
持
っ
て

、
国
民
年
金
屎
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
京
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

国
民
年
金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
1
2
月
H
・
1
2日
、
午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
各
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
会

議
室

対
象

昭
和
7
年
1
月
2
日
～

2
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

教

育

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校

や
、
高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学

す
る
た
め
の
入
学
金
等
で
お
困

り
の
方
に
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学

入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学

予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者

▽
区
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
　

▽
平
成
2
年
中
の
年
収
が
限

度
額
以
下
で
あ
る
こ
と
(
給

与
所
得
者・
:支
払
い
給
与
の

総
額
が
掴
万
円
以
下

。
事
業

所
得
者
…
総
所
得
金
額
等
が

跏
万
円
以
下
)

融
資
金
額
1
0
万
円
以
上
5
0万

円
以
下
(
1
万
円
単
位
)

利
率

年
3
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
選
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は
各
中
学
校

で
、
そ
の
他
の
方
は
振
興
係

で
交
付
し
ま
す

申
込
期
限

平
成
4
年
2
月
2
8
　

日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・
学
務
第
二
課
振
興

係

掲示
板

□
ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心
　

女
性
や
高
齢
者
の
一
人
歩

き
を
徂
つ
た
「
ひ
っ
た
く
り

」

や
、
通
り
魔
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
特
に

、
バ
イ
ク

や
自
転
車
を
使
っ
た
も
の
が

足
立
区
内
で
今
年
す
で
に
1
1
9

件
発
生
し
て
い
ま
す

。

バ
ッ
グ
等
は
身
に
つ
け

、

オ
ー
ト
バ
イ
等
が
近
づ
い
た

ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

八
千
住
・
西
新
井

。

綾
瀬
警
察
一
V

□
-
鮮
や
か
に
心
を
歌
え
I
　

「
平
成
百
人
一
甘
展
」

障
害
の
あ
る
方
々
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
短
歌
の
入
選
作
品

と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る

写
真
家
の
作
品
を
組
み
合
わ

せ
た
展
覧
会
で
す

。

日
時
1
2
月
6
日
～
1
5
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
7
時

(
1
5日
は
午
後
5
時
ま
で
)

場
所

お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア

A
館
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
(
入

場
無
料
)

問
合
せ
先

『
平
成
百
人
一

首
展
』
事
務
局

(
3
4
8
1
)
7
8
5
5

□
再
就
業
一
護
婦
等
講
習
会

日
時

平
成
4
年
1
月
2
8日

～
2
月
6
日
、
午
前
1
0時

～
午
後
4
時

堤
所

東
京
都
看
護
協
会

資
格

保
健
婦
、
助
産
婦
、

看
霞
婦
ま
た
は
准
看
霞
婦

の
資
格
を
有
す
る
方

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
資
格
、
離
職
年
数

を
明
記

申
込
期
限
1
9一
月
2
7日

申
込
・
問
合
せ
先

都・
衛
生

局
看
護
課

〒
1
6
3
-
0
1
新

宿
区
西
新
宿
2
1
8
1
1
　

　
(
5
3
2
0
)
4
4
4
4

□
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

日
時
平
成
4
年
1
月
2
0
・
　

2
3
・
2
7
・
3
0
日
、午
後
2
　

時
～
4
時

定
輿
1
0
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

塙
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

東
京
都
王
子
労
政
事
務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□
職
業
紹
介
の
出
張
相
談

日
時

毎
週
水
・
金
隔
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)

内
容

▽
一
般
・・・水
皿
日

▽
パ
ー
ト
…
水
・
金
曜
日

問
合
せ
先
(

ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立(

3
8
8
2
)
1
2
8
7

□
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ

ミ
ナ
ー

お
お
む
ね
5
7
歳
以
上
で
講

習
修
了
後

、
仕
事
に
従
事
で

き
る
方
が
対
象
で
す

。

内
容

①

「
水
道
設
備
の
入

門
」

②
「
イ
ン
テ
リ
ア

リ
フ
ォ
ー
ム
」

期
間
①
・
・
・
平
成
4
年
1
月
　

2
9
日
～
3
月
4
日
(
2
0
日
　

間
)

②
・
:
1
月
2
3
日
1
　
2

月
2
7日
(
2
1
日
間
)

場
所

①
・・・
品
川

②
・・・武

蔵
野
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
性
別
、
希
望
コ

ー
ス
名
を
明
記

申
込
期
限

①
・・・
1
2月
1
8
日

②
・・・
D一
月
1
6日
(

必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
高

齡
者
対
策
窒
事
巣
推
進
課
　

　
(
5
3
2
0
)
4
6
7
2

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

。1

団

体
1
事
楽
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ワ
ク
ワ
ク
親
子
の
ス
キ
ー

教
室
杪
一
月
2
6
～
2
8
日
、
奥

日
光
湯
元
ス
キ
ー
場
/
小
学

4
1
6
年
生
(
両
親
・
高
校

生
以
上
の
兄
姉
の
同
伴
に
限

り
、1
～
3
年
生
も
可
)
/

定
員
4
0
人
/
2

万
5

千
円

(
親
3

万
円
)
/

全
員
貸
し

ス
キ
ー
を
使
用
/

足
立
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
・

荒
川

　
(
3
8
8
9
)
8
0

☆
第
1

回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
冬
季
大
会

平
成
4

年
1

月
1
5・
1
9
・
2
6日
/

総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高

校
生
以
上
/

男
子
1
6
、
女
子
8

チ
ー
ム
/
I

チ
ー
ム
6
千

円
/
(

ガ
キ
に
チ
ー
ム
名

、

代
表
者
名
、
電
話
番
号
を
明

記
/
〒
1
2
0足
立
4
1
3
9
j
2
2

区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

・
阿
出
川
　
(
3
8
8
6
)
4
6
5
5

☆
第
2
回
北
都
展
1
2
月
1
0

日
～
1
5
日
/
J
R
王
子
駅
前

北
と
ぴ
あ
/
作
品
募
集
中

(
絵
画
土
芸
な
ど
)
/
大
沢

(
3
8
9
9
)
4
9
2
2

☆
幼
児
教
育
講
演
会
1
2
1
世

紀
へ
の
上
手
な
子
育
て
I

。1

2
月
1
6
日
(
月
)
、午
前
9
時

4
5
分
～
1
1
時
4
5
分
/
竹
の
嬢

セ
ン
タ
ー
/
0
1
5

歳
児
の

親
が
対
象
/

定
員
3
0
0人(

先

着
順
)
/

費
用
千
円
/
o

歳

教
育
国
際
友
の
会
・
竹
石

　
(
3
8
6
0
)
3
5
4
4
　
1

募

集
=

☆
(
I
プ
教
室
毎
月
第
1

木
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時

/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金

千
円

、
月
額
2

千
円
/

高

　
(
3
8
4
9
)
8
2
2
6

☆
油
絵
フ
ォ
ル
テ

毎
週
金

曜
日
(
月
4

回
)
、
午
後
6

時
3
0

分
1
8

時
4
5分
/

舎
人
セ

ン
タ
ー
/
初
心
者
歓
迎
/
入

会
金
千
円

、
月
額
2

千
円
/

細
失

　
(
3
8
8
3
)
5
7

☆
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ

毎
週
土
・
日
曜
日
/

男
性
上
級
者
、
女
性
初
心

者
か
ら
/

入
会
金
2

千
円

、

月
額
千
沺
円
/

宮
城

　

(
3
8
8
0
)
8
3
1
6

☆
和
裁
サ
ー
ク
ル
(
も
み
じ

の
会
)
毎
週
月
曜
日
、午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
/
竹
の

楸
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千

円
、月
額
3
千
窈
円
/
吉
河

霓
3
8
9
9
T
3
2
8

☆
硬
式
テ
ニ
ス
(
ス
リ
ー
ナ

イ
ン
)
毎
週
水
曜
日
、午

後
2
時
～
4
時
/
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
歓

迎
、コ
ー
チ
付
き
/
入
会
金

千
円
、
月
額
3
千
鴎
円
/
蛭

田

　
(
3
8
8
2
)
2
3
7
4
(

午
後
7
時
以
降
)

☆
足
立
区
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員

昭
和
3
0年
に
結
成
、
年
4
回

の
歌
会
を
中
心
に
活
動
/
ど

な
た
で
も
歓
迎
/
年
会
費
千

円
/
矢
吹

　
(
3
8
5
5
)

6
1
3
5
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東部・西部 障害福祉総合センター

平成4 年度
新規通所者を募集西

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内容・申込方法等

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ

パ
ソ
コ
ン
通
信
講
習
会

等
の
受
講
者
を
募
集

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
(
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
)
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
ほ
か
に
も
若
干
、
空

き
の
あ
る
講
習
会
が
あ
り
ま
す

の
で
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

イ
ー
ス
ト

ウ
ェ
ー
ブ

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

パソコン通信講習会

講習会空き 情報

リ
ハ
ビ
リ
出
張
相
談

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

・
言
語
療
法
士
・
看
護
婦
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

。
日
時

抄一
月
H
日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～
正
午

鳩
所

舎
人
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先

西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

情 報 コ ー ナ
ー

世帯と人 口( 3 年11囘I H現存)
世 帯250, 934
人 口 り44, t H4A

男3 ン7, 771 人
_ 夕317, 063 人

サービスセンターゆ う の教室
● お役立ち英会話教篥
日時平成4年1月20日～2月20　
日、毎週月・木曜日( 10日間) 、午　
l 斐61寿～8ほ寺
内容 外国人講師による海外旅行の
際に使える英全話

定員30 人
費用8 千円
● ワープロソフト入門教室
日時・コース平成4年1月28日～　
30日{ 3日間} E>午前の部…午　
前1〔l 玲～午後1時{ >午後の部…　
午後2時～5時冫夜間の部…午　
1髮6曄孝30う}～9E晦
対象 初心者の方
定員 各コース20人
費用9 千円

いずれも
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、教室名( 希望コ
ース) を明記

申込期限12 月20日
場所・申込・問合せ先 サービスセ
ンターゆう 〒120 綾瀬1 ―34―
7 綾湮頁プルミエ内 　3838―3586

第41回 区民駅伝大会
日時2 月2 日( 日) 、午前8 時30　
分までに受付( 小雨・小雪決行)
集合場所 荒川千住新機録地( 千
住五丁目地先、虹の広邏劫
コース千住新橋～扇y、-閧( 荒　
川河川敷右岸)
参加資格 区内在住・在勤・在学
の方
参加費E> 一般・学生・高校生・・・

1 チーム3 千円 【>中学生… 1　
チーム1 千円
郎別 チーム、距離
申込方法 直接体育協会の窓口に
ある所定の申込用紙に記入し、
参加費を添えて

申込朔限12 月即日
申込・問合せ先 臈体育協全事務

局 　38&2―1111㈹

フリーマーケット開催
12月8日( 日( 不用品活用市

ご家庭での不用品を再活用する

ため、フリーマーケットを閧催し
ます。皆さんのご来場をお待ちし
ています。
日時12月8日( 日) 、午前10時～　
午後3 時

場所 教育センター
※ 来場の際は、電車、バスをご利
用ください。
問合せ先 中央本町庁舎・リサイ
クル推進係 　3880―5199

しめ飾りを作ろう
郷 土博 物 館

「わら細工体験教室」

自作のお飾りでお正月を迎えま
せんか。
日時12 月22日( 日) 、午後2 時
対象 小学3 年生以上
定員20 人
費用 無料

申込方法 電話( 先着順)
場所・申込・問合せ先 郷土博物
館 干120大谷田5 ―20―1

3620- 9393

成人の日の集い

新たに威人の門出を迎える皆さ
んを祝う 「成人の日の集い」を閧
催します。ぜひ、ご出席ください。
日時 平威4 年1 月15日( 祝) 、午
後1 時受付、午後2 時開式

会場 東京武道館( 綾瀬駅下車徒
歩5 分)

対象昭和46年4月2日～47年4　
月1 日生まれの方
※ 対象の方には、ハガキでご案内
します。

問合せ先 本庁舎( 千住) ・青少年
課調整係 　3882―1111㈹

第21回冬花展示会
区内の花き農業者が、促成栽培に

より、晩秋から初冬に咲くフリージ
ア。ユリ。葉ボタン等の花を展示し

ます。
日時>12月18日、午後1時～5時　　

>19・20日、午前9時～午後5　
時
場所 中央本町庁舎1 階ロビー
※ 12月18日( 水) 、午後1 時から先着100
人の方に切花を差し上げ ます。

問合せ先 中央本町庁舎・農産係
3880―5119

12月の安売りデー
青果物12 月18日( 水) ・・・黄緑のノ
ボリのある店

魚12 月20日 〔金〕・・・青いノボリの
ある店
主催D ・東京郡青果物商業協同組合

千住・西新井・綾瀬支部[ > 関東
水産物商業協同組合西新井・千住
支部

後援 足立区
RECYCLEPAPER
・森 林資 源を大切に

N. Se. 259, 000


